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船舶事故調査報告書 

 

                             平成３０年６月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２８年１０月２６日 １４時００分ごろ 

発生場所 静岡県焼津市大井川港北東方沖 

 大井川港南防波堤灯台から真方位０１１°１,２００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４７.３′ 東経１３８°１８.５′） 

事故の概要  遊漁船喜
き

久
く

丸は、北西進中、消波ブロックに乗り揚げた。 

 喜久丸は、釣り客が負傷し、左舷船首部等に破口を生じた。 

事故調査の経過  平成２８年１０月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横

浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。  

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

遊漁船 喜久丸、１０トン 

 ２４２－２０２９８静岡、個人所有 

 １２.００ｍ（Lr）×３.３８ｍ×１.２５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４３３.９５kＷ、平成７年５月１日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５０歳 

 一級小型船舶操縦士・特定  

  免許登録日  平成１７年１２月２６日 

  免許証交付日 平成２６年４月３日 

         （平成３１年８月９日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（釣り客） 

 損傷 左舷船首部及び右舷船底に破口 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 ほぼ満潮時 

 事故の経過  本船は、船長及び乗組員１人が乗り組み、釣り客１人を乗せ、静岡

県牧之原市相良港東方沖での釣りを終え、大井川港に向けて帰途につ

き、帰港した後にひらめ刺し網漁を行う予定であったので、漁場の状

況を確かめる目的で大井川港北東方沖の漁場を経由して入港すること

とした。 

 本船は、大井川港北東方沖を約７～８ノットの対地速力で南西進

中、船長が、船首の錨がなくなっていることに気付くと同時に、突然

舵が効かなくなり、船首を北西方に向けて大井川港南防波堤付近に設
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置された消波ブロック（以下「本件消波ブロック」という。）に向か

う針路となり、機関を中立としたが、平成２８年１０月２６日１４時

００分ごろ、本件消波ブロックに乗り揚げた。 

 本船は、船長が操舵室前方の客室で寝ている釣り客及び乗組員の安

否を確認した後、自力で本件消波ブロックから離れ、大井川港に入港

した。 

 釣り客は、乗揚の衝撃により腰に激しい痛みを感じていたので、大

井川港入港後に病院に行ったところ、腰椎圧迫骨折等と診断された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 

 

 本船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約１.６ｍであった。 

船長は、船首に錨を固縛していたが、アンカーロープ（ナイロン

製、直径約２０mm、長さ約２００ｍ）は固縛していなかった。 

 船長は、舵が効かなくなったときに機関を中立としたが、行きあし

があったので、本船は停止しなかった。 

 船長は、錨及びアンカーロープがうねりで落下したものと本事故後

に思った。 

 船長は、本事故後、本船を上架した際、切れたアンカーロープが舵

板及び推進器に絡んでいたことを認め、流出したアンカーロープが舵

板に絡んで突然舵が効かなくなったと思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

 本船は、大井川港北東方沖において、船首から錨が落下したことか

ら、アンカーロープが海中に流出し、舵板及び推進器に絡まって舵が

効かなくなり、本件消波ブロックに乗り揚げたものと考えられる。 

 本船は、錨が落下してアンカーロープが海中に流出し、同アンカー

ロープが船尾方に流れて舵板及び推進器に絡まって舵が効かなくなっ

たものと考えられるが、錨が落下した状況を明らかにすることができ

なかった。 

原因  本事故は、本船が、大井川港北東方沖において、船首から錨が落下

したため、アンカーロープが海中に流出し、舵板及び推進器に絡まっ

て舵が効かなくなり、本件消波ブロックに乗り揚げたものと考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・航行する際は、錨及びアンカーロープが落下しないよう、適切な

方法で固縛することが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県焼津市 
事故発生場所 

（平成２８年１０月２６日 

１４時００分ごろ発生） 

大井川港 

大井川港南防波堤灯台 


